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EndNoteの機能紹介及び基本的な操作



2

◇EndNoteの主な2つの機能

1．個人のライブラリとしての機能（文献管理機能）

・インターネット上での論文検索によって得られたデータ
を取り込んでデータベースを作成・整理・管理できます。

2．論文作成時の大幅な時間・労力の削減

・投稿したい雑誌名を選択するだけで引用文献と参考文献リ
ストを指定の投稿様式に自動的にフォーマットしてくれます。
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◇注意事項

•また、使用するフィルタ・スタイルは指定するのは1回きりですが、
事前に取り込む出版社の

①インポートフィルタ　②アウトプットスタイル　③コネクションファイル

を指定しておかなければなりません。

・EndNoteには多数の①～③が存在していますが、出版社が
変更(バージョンアップ)を行ったフィルタ・スタイルを取り込むに
はEndNoteのホームページから取り込む必要があります。

(最後の参考に記述)
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◇EndNoteへのデータ取り込みイメージ(1)

①①

ご自身のＰＣ(任意の
場所)に一旦保存してPubMedの検索結果データを EndNoteに取り込む

②②

PubMedの検索結果データ
をEndNoteに取り込む

EndNoteのPubMed直接検索
機能を使って



5

◇EndNoteへのデータ取り込みイメージ(2)

※前述の①②のどちらの方法にしても、下記の点を把握しておく必要があります。

Ⅰ　新規のEndNoteライブラリに検索結果データを取り込むのか

Ⅱ　既存のEndNoteライブラリに追加書きをするのか

EndNoteにおける文献引用の操作はWordとEndNoteを交互に行き来するため、

この点を明確にしておかないと検索データをどこに保存したのか等の管理面、

また引用する時に不都合が生じます。

既存のEndNoteライブラリに追加の場合は重複データの問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→EndNoteの重複除去機能によって解決
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◇まず、「EndNote」を起動させます

EndNote EndNoteProgramスタート プログラム
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Create a new EndNote library にチェックオン ＯＫ

※Open an existing EndNote libraryで既存のライブラリからの追加書きも

できますが、今回は新規（空）のライブラリにデータを取り込む方法をとります。
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保存先の決定(デスクトップ)に任意の名前で保存します。

保存ファイル名(EndNote Demo.enl)　
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新規（空）のライブラリが表示されます

※現在の所、中には何も入っていません

（No References Selected）

※このライブラリの中にインターネット(PubMed等)から

ダウンロードした文献データを取り込みます
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・その前に取り込む出版社のフィルタ(様式)を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定しておかなければなりません。

・この作業とセットで投稿しようとしている雑誌の様式も指定します。

・指定(設定)しておく必要のあるフィルタ・スタイル・ファイルは3つあります。

1．Import Filterの指定

・ご自身がインターネットから取り込んできたファイルを

EndNoteに取り込むために必要

2．Output Stylesの指定

・ご自身が投稿したい雑誌の様式にフォーマットする為に必要

3．Connection Filesの指定

・PubMedから直接検索をする為に必要
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◇インポートフィルタ・アウトプットスタイルの指定(イメージ)

論文

EndNote
インターネット上
の文献データ

1．Import Filterの指定

2．Output Stylesの指定
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◇コネクションファイルの指定(イメージ)

PubMedの検索結果データ
をEndNoteに取り込む

EndNoteのPubMed直接検索
機能を使って

3．Connection Filesの指定
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1．Import Filterの指定

※ Importするときに希望の投稿様式がない場合

Import Filetrs Open Filetr ManagerEdit
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・取り込まれる様式をチェックします。

　　この場合は例としてPubMed(NLM)にチェックを入れます。

参考までに医中誌Webは

RiferBibIX で取り込むことができます。
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Mark All Unmark Allで全てにチェックが入り でリセットできます。

Find Find by name で探したいImport様式を入力する。

※チェックを入れるとImport様式に追加されます。

チェックで選択した後は右上の×印で閉じます。
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2．Output Styles(投稿様式)の指定

・事前に投稿したい雑誌の投稿様式にチェックをしておく必要があります。

また、この操作でEndNoteの中に雑誌投稿様式フォーマットがどれくらいあるかがご覧頂けます。

Edit Output Styles Open Style Manager
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※概ね1000誌以上の外国雑誌の投稿様式に対応しています

※チェックを入れると「Format Bibliography」に追加されます

Find by name

探したい雑誌名をすぐに見つけるには
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探したい雑誌名を入力してFindを押します

ここのカーソルの上下ですべてのタイトルを閲覧できます

Find by name
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3．Connection Filesの指定
※ EndNoteからPubMed等へ直接検索をかける時に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望の様式がない場合

Connection Files Open Connection ManagerEdit



20

以上の3つ作業で、EndNoteにデータを取り込む為の作業と

EndNoteから雑誌に投稿する様式、直接検索をかける時の

設定作業が終わりました。

◇PubMedのサイトから一旦MedLine方式でファイルを保存して
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EndNoteに取り込むには？

①①

ご自身のＰＣ(任意の
場所)に一旦保存してPubMedの検索結果データを EndNoteに取り込む
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・前述の①の方法

Glaucoma(緑内障)と入力Pubmedのホームページへ GO
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※検索結果が表示されました

該当論文にチェックを入れます
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※これをPCにMEDLINE方式で保存する

MEDLINE FilesDisplay を Send to  を にすると保存のダイアログボッ
クスが表示されます
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保存先を にしてデスクトップ（任意の場所）

pubmed-result.txt 等任意の名前で保存します
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MedLineのテキスト方式でファイルが保存されました
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※先程PubMedから保存したデータを取り込みます(EndNoteの画面を開いて)

ImportFiles

pubmed-result.txt を選択します

Import Option を PubMed(NLM) にして Import をクリックします

先ほどデスクトップに保存していた

Import Data File を Choose File… ボタンをクリックして
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※デスクトップに保存していたPubMedのデータが取り込まれました
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※Wordを起動させて実際に書かれる論文、また文献をInsertするWordファイルを開いておきます。

Microsoft WordＷｏｒｄの起動 スタート プログラム

※現在は前回の設定上、｢Nature」の投稿様式になっています。
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例）　Natureの投稿様式

※｢Nature」の様式は番号が割り振られていますが、

Journalによっては番号の割り振りがないものもあります。

※この箇所で引用の様式を見ることができます。
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参考：EndNote　MS　Word　対応表
※EndNote9はMS Word2000以上に対応しています。

※この対応表はユサコホームページでもご覧頂けます。

http://www.usaco.co.jp/products/isi_rs/word.html
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※Wordで論文を書きます。

※ここでは、この箇所に文献を挿入します
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EndNoteの画面に戻って Czepita(Insertする文献)を選択します

そして再びWordの画面へ戻ります
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論文のInsertする部分をクリックして EndNote9ツール

Insert Selected Citation(s)ボタンをクリックします
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※Czepitaの論文が参照されました
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※これと同様の操作が他の方法によっても可能です。

◇2つ目の方法

CopyEdit参照したい文献をハイライトさせた状態で

Wordの論文に戻って挿入箇所にカーソルを合わせて 貼り付け編集
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◇3つ目の方法

Wordの論文の画面で

Find Citation(s)EndNote9ツール

Findの箇所に入力 Search

参照したい著者名を覚えておいて

Insert情報が表示されるので



37

◇その他の機能

◇自動連番割り振り(変更)機能

※参照の順番が割り込まれても、自動的に連番を割り振ってくれます。

現在の[1]と[2]の間に新たに参考文献を割り込ませてみます。

以前[2]だったものが[3]自動的に番号が割り振られました。

完成後に新たに挿入しなければならない時等に便利です。
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※現在使用されているフォーマット(Natureの投稿様式)を変更してみます
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Format　BibliographyボタンをクリックしますEndNote9ツールバーの

※「Nature」を

「Cancer Cell」に変更し

「OK」をクリックします

Format　BibliographyEndNote9ツール



40

※投稿フォーマットが「Nature」から「CancerCell」へ変更されました



41

◇EndNoteから直接PubMedのサイトにアクセスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献データを取り込むには？

②②

PubMedの検索結果データ
をEndNoteに取り込む

EndNoteのPubMed直接検索
機能を使って
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◇ＰｕｂＭｅｄからの直接検索(前述②の方法)
　

Tools Connect PubMed(NLM)

※EndNoteは直接PubMedからの検索して

文献を取り込むことが可能です。

※この作業時にPubMedが表示されない場合に
はImportFilterと同様設定が必要となります。
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Search今回は「Diabetes」と入力

※「AND」「OR」条件の指定で3つのキーワード検索が可能です。
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※今回はDiabetesという語に関して242694件の論文がＨＩＴしました。

※仮に｢200,000件｣のＨＩＴを｢10件｣に絞ると

最新の論文からDiabetesを含む論文10件がEndNoteに

取り込まれます。 ＯＫ
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※10件の論文がEndNoteに取り込まれました。

注意)

このままでは保存されていませんので別途保存の作業が必要です。
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Copy All References to全ての論文を選択 保存先を指定

※現在開いているライブラリに追加書き保存もできますし、

新しいライブラリ「NewLibrary)」や「Choose Library」で

他のEndNoteファイルにも保存することも可能です。
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◇各データの表示と管理

※ひとつのレコード(横長のリスト形式)をダブルクリックして、

全表示形式で表示させることもできます。
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※「URL」の箇所をクリックするとリンク先へのアクセスが可能です。

※ファイル参照が自動記述されています。

(注:このURLリンクはEndNoteの直接検索を使用した時のみ張られています)
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※また「ＰＤＦ」の欄に任意の場所のＰＤＦファイルにリンクを張ることも可能です。

右クリックの箇所でLink to PDF

Link to PDF を選択

リンクファイルの指定で

今回はデスクトップの

Link to EndNote PDF

を選択(開くorダブルクリック)
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※指定したＰＤＦファイルにリンクが張られました。

※ダブルクリックするとＰＤＦファイルが表示されました。
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◇重複除去機能

先ほど「Diabetes」で検索し取り込んだライブラリに再度PubMedからの直接検索で

「Diabetes」を検索し取り込みます(意図的に重複データを取り込みます)

Tools Connect PubMed(NLM)

前述と同様、今回は検索結果から10件だけ取り込みます。
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取り込まれた時点では、この時に取り込まれたデータがハイライトされています。

重複データをハイライトさせたい場合には

References Find Duplicates

この操作で上記のように重複データがハイライトされます
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Edit Clear OK で重複データが削除されました

もし実際の文献数と表示されている文献数が異なる場合
にはEndNoteの画面左下の表示が下記のようになってい

る可能性があります。

その場合には下記の操作で全てのレコードを表示させます。

References Show All References
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参考資料
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※バージョンアップフィルタはEndNoteホームページで取得できます。

http://www.endnote.com/

Support&Service をクリック

Import Filters をクリック

※Output StylesやConnection Filesもあります。
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フィルタリスト画面

◇下記の項目別にソートの
選択ができます。

・提供元出版社

・データベース

・日付

※今回は1ぺージ目にPubMedがあったので、その「FTP」クリックします
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保存 (C)ドライブ

EndNote9
(Demo)

Filters

Program Files

保存

※この場合、既存のフィルタとの区別の為、

保存名の後に「Ｎｅｗ」等を入れて保存することを

お勧め致します。
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◇Subject Bibliography機能

※例・・・ご自身の論文一覧をわかりやすく他の人に明示したい場合等に使用

Tools Subject Bibliography

OKAuthor
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OK を押すと※この場合は「Ａ」で始まる著者を選択し

著者ごとにデータリストができました。

この情報を Save Print したりしてご活用頂けます。
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◇文献情報の表示方法の変更

Edit Display FieldsPreferences

表示されている順序を変更できます。
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◇日本語文字表示のフォントの選び方

※日本語の表示に関しても文字化けをおこしません。

Edit Display FontsPreferences

Change Fonts

でこの場合は「MSPゴシック」を選択します。
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◇現在のフィルタやスタイルの確認

※フィルタ等がどこのフォルダにあるか等現在の状況を確認できます。

Edit Folder LocationsPreferences

※現在は「C」ドライブの中のProgramFilesの中に存在していることがわかります。
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※EndNote9のツールバーが表示されない時

※右クリックで「EndNote9」のツールバーをチェック・オンにします

※それでもEndNote9ツールバーが表示されない場合は次の操作が必要です。
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の画面でツール テンプレートとアドイン

EN9CWYW.dot EN9Cwyw.wil EN9Cwyw.WordXPwilと 若しくは

が表示されていればチェックを｢オン｣にして頂くとEndNoteツールバーが

表示されます。

しかし、この場合は上記2つのファイルが

表示されておりませんので、次ページからの作業が必要となります。
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◇トラブルシューティング

※Wordの画面で「EndNote」のツールバーが表示されない場合

スタートを
右クリック

エクスプローラ

EndNote9Program Files
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※下記２つのファイルをＭＳOfficeフォルダの｢STARTUP」中へコピー

EN9CWYW.dot と

EN9Cwyw.wil EN9Cwyw.WordXPwil若しくは のご自身のPCに

該当する方のファイルを

※この中に上記2つのファイルを｢STARTUP｣フォルダの中へコピーして貼り付けます。
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※拡張子が表示されていない場合

ツール フォルダオプション 表示タブ

すべてのファイルとフォルダを表示する がチェック｢オン」

登録されているファイルの拡張子は表示しない はチェック｢オフ」

※｢dot｣若しくは｢wll｣の拡張子が表示されていない

※このチェックを外すと拡張子が表示されます。
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◇２つのEndNoteデータをひとつにしたい場合

※ひとつにしたいEndNoteファイルを両方開いておきます。

＋
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※コピーしたいデータを選択してそのままドラッグアンドドロップで

コピーしたいファイルにもっていきます。

※コピーされたデータがハイライトされています。
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※これと同様の操作が他の方法によっても可能です。

◇2つ目の方法

CopyEdit※コピーしたいデータを選択して

※コピーしたいフォルダで右クリックして

Paste

を押すとコピーが完了します。
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◇3つ目の方法

※最終的にデータをコピーして保存したいフォルダを開いておきます。

↑を選択すると↑を選択するとImportImport時に重複除去が可能です。時に重複除去が可能です。

Import Data File を Choose File… ボタンをクリックして

ひとつにしたいファイルを選択します

ImportEndNote Library にして をクリックしますImport Option を
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※データが取り込まれてひとつになりました。
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